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古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
人
た
ち
は
、
墳
墓
か
ら
推
定
さ
れ
る
被
葬
者
数
か
ら
み
て
も
、
当
時
の
社
会
集
団
の
成
員
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
中
か
ら
選
択
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
被
葬
者
選
択
の
背
後
に
は
社
会
的
も
し
く
は
政
治
的
規
制
の
存
在
が

想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
選
択
性
ゆ
え
に
、
古
墳
へ
の
埋
葬
が
財
や
地
位
の
継
承
と
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
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朝
田
墳
墓
群
被
葬
者
の
親
族
関
係

こ
の
よ
う
な
観
点
も
含
め
て
、
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
被
葬
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
件
構
成
、
年
齢
構
成
、
頭
位
な
ど
の
考
古
学

的
特
徴
を
用
い
て
、
視
族
関
係
の
考
察
が
な
さ
れ
て
き
た
（
小
林
一
九
五
九
、
問
壁
一
九
六
二
、
今
井
一
九
八
二
、
辻
村
一
九
八
一

こ
れ
ら
の
研
究
を
要
す
る
と
、
古
培
時
代
前
半
期
は
程
偶
者
を
合
ま
な
い
血
縁
者
、
後
半
飼
に
は
夫
如
を
中
心
と
し
た
家
族
か
葬
ら
れ
た

と
推
察
す
る
小
林
行
雄
に
吋
し
て
、
他
の
論
者
が
、
前
半
期
の
古
墳
に
葬
ら
れ
た
男
女
は
夫
帰
で
あ
る
、
も
し
く
は
そ
の
可
能
性
が
高
い
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
理
論
的
展
望
に
と
ど
ま
る
小
林
は
と
も
か
く
と
し
て
、

で
あ
る
と
す
る
確
実
な
根
拠
は
な
い
よ
う
で
あ
り
、

い
て
は
、
小
稿
と
は
直
接
の
関
係
が
な
い
の
て
、
別
稿
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
し
た
い
）

さ
て
、
古
墳
時
代
後
半
期
に
つ
い
て
は
、
横
穴
式
石
室
の
導
入
、
群
集
墳
の
出
現
な
ど
の
事
象
を
論
拠
と
し
て
、
小
林
の
展
望
に
そ
っ

た
か
た
ち
て
、
家
父
長
制
的
家
族
が
葬
ら
れ
た
と
す
る
説
（
近
藤
―
九
六
六
）
が
一
般
化
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
こ

と
こ
ろ
で
、
箪
者
ら
は
、
考
古
学
的
方
法
と
形
質
人
類
学
的
方
法
を
併
用
し
て
大
分
県
上
ノ
原
横
穴
墓
群
被
葬
者
の
親
族
関
係
を
分
析
し
、

53
世
紀
後
半
1
6
世
紀
前
半
の
横
穴
幕
に
葬
ら
れ
た
人
た
ち
か
父
系
の
血
縁
者
て
あ
り
、
家
長
の
妻
を
含
め
て
配
偶
者
か
葬
ら
れ
て
い
な

い
と
い
う

f
察
を
得
た
（
田
中
他
九
八
五
）
。
ま
た
、
古
墳
時
代
の
前
半
期
か
ら
後
半
期
に
至
る
い
く
つ
も
の
古
墳
に
お
け
る
被
葬
者
の

親
族
関
係
を
分
析
し
、
通
事
的
な
展
望
を
得
て
、
断
片
的
な
か
た
ち
で
発
表
し
て
き
た
（
田
中
・
士
肥
一
九
八
六
．
一
九
八
七
・
一
九
八
九
a
.

一
九
八
九
b
)
。

と
主
張
す
る
点
で
異
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

る
（
近
藤
一
九
六
六
）
。

・
一
九
八
九
）
。

い
す
れ
の
論
も
、
前
半
期
古
墳
に
葬
ら
れ
た
男
女
を
夫
婦

い
わ
ば
未
検
証
仮
説
の
域
に
と
ど
ま
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ

小
稿
は
、
上
記
の
上
ノ
原
横
穴
墓
群
に
後
続
す
る
時
期
に
築
造
さ
れ
た
、
山
口
県
朝
田
墳
墓
群
に
対
す
る
事
例
研
究
で
あ
る
。
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図1 朝田墳募群（横穴墓群）配置図（山口埋文1982より）

出
す
る
わ
け
で
あ
る
。

分
析
対
象
と
方
法

朝
田
墳
墓
群
は
、
山
口
盆
地
の
南
西
、
吉
敷
川
右
岸
の
山
塊
か
ら
生
じ
た
支
丘
上
に
位
置
し
、
弥

生
時
代
か
ら
中
世
に
至
る
埋
葬
遺
跡
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
小
稿
で
分
析
の
対
象
と
す
る
の
は
、
第

II地
区
と
呼
ば
れ
る
山
口
市
大
字
朝
田
字
勝
井
に
所
在
す
る
横
穴
墓
群
で
あ
る
（
図
l
)
。

年
に
山
口
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
、
翌
年
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
山
口

埋
文
一
九
八
二
）
。

遺
構
及
び
人
骨
の
保
存
状
態
か
ら
、
分
析
に
使
用
し
え
た
の
は

2

号
墳
東
横
穴
墓
．
4

号
墳
•
7

号

墳
・

10
号
墳
の

4
基
で
あ
る
。
な
お
、
人
骨
に
関
し
て
は
松
下
孝
幸
の
報
告
（
松
下
一
九
八
二
）
が
あ

る
が
、
歯
冠
計
測
値
に
つ
い
て
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
長
崎
大
学
医
学
部
解
剖
学
第
二
講
座

内
藤
芳
篤
教
授
の
御
厚
意
に
よ
り
歯
牙
の
計
測
・
観
察
を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
。

さ
て
、
小
稿
で
用
い
る
方
法
は
、
考
古
学
的
手
続
き
に
基
づ
い
て
、
考
え
う
る
い
く
つ
か
の
横
穴

墓
被
葬
者
の
親
族
関
係
を
モ
デ
ル
化
し
、
そ
れ
を
人
骨
の
も
つ
遺
伝
的
情
報
に
よ
っ
て
検
証
す
る
も

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
骨
の
埋
葬
順
位
、
副
葬
遺
物
、
人
骨
の
二
次
的
移
動
な
ど
の
情
報
と
、

人
骨
の
性
別
・
死
亡
推
定
年
齢
な
ど
か
ら
、
被
葬
者
た
ち
の
生
前
に
お
け
る
世
代
構
成
を
復
元
す
る
。

そ
し
て
、
歯
冠
計
測
値
（
近
遠
心
径
・
頬
舌
径
）
を
用
い
て
Q
モ
ー
ド
相
関
係
数
を
算
出
し
、
血
縁
者

と
推
定
さ
れ
る
個
体
間
の
関
係
に
基
づ
い
て
、
最
も
妥
当
な
親
族
関
係
モ
デ
ル
を
選
択
す
る
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ら
各
々
の
横
穴
墓
に
お
け
る
モ
デ
ル
を
総
合
し
て
、
朝
田
墳
墓
群
に
お
け
る
基
本
モ
デ
ル
を
抽

朝
田
墳
墓
群
被
葬
者
の
親
族
関
係

一
九
八
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朝
田
墳
墓
群
被
葬
者
の
親
族
関
係

こ
れ
ら
の
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
稿
（
田
中
他
一
九
八
五
、
土
肥
他
一
九
八
六
、
田
中
・
土
肥
一
九
八
九
a
.
b
)

を
参
照
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
形
質
人
類
学
的
方
法
に
つ
い
て
は
、
他
に
も
い
く
つ
か
の
方
法
が
示
さ
れ
て
い
る
が
（
水
野
一
九
八
二
、
池
田
一
九
八
五
）
、

2
号
墳
東
横
穴
墓

直
径
約
―
―
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
•
四
メ
ー
ト
ル
（
推
定
）

年
女
性
）
、

号
（
三

0
オ
前
後
）
、

世
代
構
成
の
復
元

4
号
人
骨
（
壮
年
女
性
）
、

・
奥
壁
の
方
か
ら

1
号
人
骨
（
性
・
年
齢
不
明
）
、

5
号
人
骨
（
熟
年
男
性
）
と
い
う
順
位
で
葬
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
各
人
骨
の
年
齢
に
つ
い
て
、
よ
り

細
か
い
推
定
値
を
得
る
た
め
歯
の
咬
耗
度
の
観
察
を
行
い
、

5
号
（
四

0
代
前
半
）
と
推
定
し
た
。

か
ら
み
て
原
位
置
と
は
考
え
が
た
い
。

の
墳
丘
を
も
ち
、
六
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
長
さ
の
墓
道
を
有
す
る
横
穴
墓
で
あ

2
号
人
骨
（
熟
年
女
性
）
、

1
号
（
三

0
オ
前
後
）
、

2
号
（
五

0
オ
前
後
）
、

3
号
人
骨
（
壮

3
号
（
三

0
オ
前
後
）
、

4

さ
て
、
各
人
骨
の
位
置
関
係
を
み
て
み
る
と
、
ま
ず
、

1
号
人
骨
は
、
奥
壁
に
接
し
て
お
り
、
頭
骨
の
み
が
遺
存
す
る
が
、
そ
の
位
置

2
号
人
骨
は
、
羨
門
か
ら
み
て
左
に
頭
位
を
と
り
、
下
顎
骨
は
動
い
て
い
る
も
の
の
、
下
肢
骨
の
位
置
関
係
は
そ
れ
ほ
ど
乱
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
貝
輪
も
本
来
あ
る
べ
き
左
前
腕
近
く
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
体
と
し
て
は
原
埋
葬
の
位
置
関
係
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

3
号
人
骨
は
、
頭
骨
は
奥
壁
右
端
、
下
肢
骨
は

2
号
人
骨
に
そ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
下
肢
骨
の
位
置
と

2
号
人
骨
と
の
位
置
関

係
か
ら
、
本
来
は
、
右
側
壁
に
置
か
れ
た
高
杯
付
近
に
頭
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

4
号
人
骨
は
、
玄
室
ほ
ぽ
中
央
部
に
、
左
に
頭
位
を
と
っ
て
葬
ら
れ
て
い
る
。
頭
骨
の
両
側
に
一
対
の
耳
環
が
あ
り
、
左
前
腕
に
は
貝

輪
が
装
着
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
他
の
四
肢
骨
の
位
置
関
係
に
も
乱
れ
が
な
い
こ
と
か
ら
、
原
位
置
を
保
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

る
。
人
骨
は

5
体
が
葬
ら
れ
て
い
た
（
図
2

小
稿
で
は
歯
冠
計
測
値
の
み
を
使
用
し
た
。
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図2 2号墳東横穴墓人骨出土状態（山口埋文1982を製図）
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図2 2号墳東横穴墓人骨出土状態（山口埋文1982を製図）
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5
号
人
骨
は
、
側
壁
右
袖
部
分
に
頭
骨
と
四
肢
骨
1
本
の
み
が
遺
存
す
る
。
明
ら
か
に
葬
ら
れ
た
原
状
を
保
っ
て
お
ら
ず
、
二
次
的
に

こ
の
2
号
墳
東
横
穴
墓
か
ら
は
三
時
期
に
わ
た
る
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
墳
丘
か
ら
は
築
造
時
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る

6
世
紀
前
半
の
須
恵
器
・
土
師
器
（
図
3
|
1
l
l
l
)
、
玄
室
内
か
ら
は
6
世
紀
中
葉
の
須
恵
器
（
図
3
|
1
6し

18)
、
そ
し
て
墓
道
か
ら
は
最

終
埋
葬
時
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
6
世
紀
後
半
か
ら
末
に
か
け
て
の
須
恵
器
（
図
3
|
1
2
1
1
5
)

が
出
土
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
初
葬
か
ら
最
終
埋
葬
ま
で
に
は
五

0
ー
六
0
年
以
上
の
時
期
幅
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
玄
室
内
の
須
恵
器
は
、
右
側

壁
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

3
号
人
骨
か
ら
5
号
人
骨
に
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

脇
の
短
頸
壺
の
蓋
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
来
は
高
杯
と
と
も
に
3
号
人
骨
に
伴
っ
て
い
た
も
の
が
二
次
的
に
動
か
さ
れ
た
も
の
と
し
て
い

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、
被
葬
者
の
生
前
の
年
齢
構
成
を
復
元
す
る
。
ま
ず
、

本
来
左
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

2
号
人
骨
追
葬
時
に
大
き
く
動
か
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

1
号
人
骨
の

軟
部
組
織
が
腐
朽
す
る
時
間
を
考
慮
す
る
と
、

2
号
人
骨
の
追
葬
ま
で
に
は
相
当
の
時
間
が
経
過
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、

2
号
人
骨
と
3
号
人
骨
の
埋
葬
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
時
間
差
が
な
か
っ
た
こ
と
が
、

2
号
人
骨
に
大
き
な
乱
れ
が
な
い

と
い
う
事
実
か
ら
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、
骨
盤
を
含
め
て
3
号
人
骨
の
下
肢
骨
が
動
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
続
の
埋
葬
ま
で
に

相
当
の
時
間
が
経
過
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、
次
に
、
こ
の

3
号
人
骨
を
片
付
け
た
の
が
、

5
号
人
骨
追
葬
時
な
の
か
、
そ
れ
と
も
4
号
人
骨
追
葬
の
際
に
5
号
人
骨

と
一
緒
に
片
付
け
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

る
こ
と
か
ら
み
る
と
、

朝
田
墳
墓
群
被
葬
者
の
親
族
関
係

い
だ
ろ
う
。

片
づ
け
ら
れ
た
状
態
で
あ
る
。

5
号
の
頭
付
近
に
あ
る
須
恵
器
は
3
号
人
骨

1
号
人
骨
は
、
奥
壁
左
の
鉄
刀
の
方
向
か
ら
み
る
と
頭
は

3
号
人
骨
と
5
号
人
骨
が
別
々
の
場
所
に
片
づ
け
ら
れ
て
い

や
は
り
5
号
人
骨
追
葬
時
に
3
号
を
片
付
け
た
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、

追
葬
時
に
片
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
々
の
軟
部
組
織
の
腐
朽
に
要
す
る
時
間
を
考
慮
す
る
と
、

5
号
人
骨
自
体
も
4
号
人
骨

3
号
と
5
号、

5
号
と
4
号
の
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こ
の
よ
う
に
、

2
号
墳
東
横
穴
墓
に
お
け
る
5
体
の
埋
葬
に
は
、

い
た
。
そ
し
て
、
出
土
須
恵
器
の
年
代
観
か
ら
み
て
、

2
号
・

3
号
間
を
除
け
ば
相
当
の
時
間
を
お
い
て
追
葬
が
行
わ
れ
て

6
世
紀
前
半
か
ら
後
半
に
か
け
て
、
す
な
わ
ち
五
〇
し
六
0
年
間
に
わ
た
っ
て
断

続
的
に
埋
葬
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
仮
に
―
―
―
つ
の
断
続
期
に
二

0
年
ず
つ
を
割
り
当
て
て
、
各
被
葬
者
の
1
号
人
骨
死
亡

時
で
の
世
代
構
成
を
み
て
み
る
と
、

1
号
人
骨
が
五
二

o
l五
三
0
年
頃
に
葬
ら
れ
た
と
し
て
、

ー
五
五
0
年
、
三
0
オ
前
後
）
↓
3
号
（
五
四
0
1
五
五
0
年、

八
0
ー
五
九
0
年、

マ
イ
ナ
ス
三

0
オ
前
後
）
と
な
る
。
そ
し
て
、

こ
と
が
な
い
こ
と
か
ら
、

1
0
オ
前
後
）
↓
5
号
（
五
六
0
ー
五
七
0
年、

2
号
人
骨
の
推
定
死
亡
年
代
が
副
葬
須
恵
器
の
示
す
年
代
と
矛
盾
す
る

1
号
・

2
号
間
の
間
隔
は
ほ
ぽ
こ
れ
を
前
後
す
る
も
の
と
し
て
大
過
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
最
終
埋
葬
の
時
期

も
動
か
な
い
こ
と
か
ら
、
右
の
よ
う
に
二
十
年
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、

1
号
(
-
―

-
0
オ
前
後
）
↓
2
号
（
五
四
0

-
0
オ
以
下
）
↓
4
号
（
五

3

号
・
5

号
間
、
5

号
•
4

号
間
に
一
定
の
間
隔
（
例
え
ば
一

0
年
程
度
）
を
考
え
て
も
、

4
号
人
骨
は
3
号
・

5
号
と
同
世
代
に
は
な
り
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
は
三
世
代
の
構
成
と
な
る
の

1
号
人
骨
は
、
骨
自
体
で
は
性
判
定
が
不
能
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
鉄
刀
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ま
ず
男
性
と
考
え
て
間
違

い
は
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
ら
三
世
代
に
わ
た
る
被
葬
者
は
、
二
世
代
の
男
女

(
1
号・

2
号、

5
号・

3
号
）
と
三
世
代
目
の
女
性

(
4

墳
丘
を
伴
わ
な
い
横
穴
墓
で
、
約
五
メ
ー
ト
ル
の
墓
道
を
も
ち
、
人
骨
は

3
体
分
が
検
出
さ
れ
て
い
る
（
図
4
)
。
1
号
人
骨
は
壮
年
の

男
性
、

2
号
人
骨
は
壮
年
女
性
、
そ
し
て
3
号
人
骨
が
熟
年
女
性
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
全
て
二
次
的
に
動
か
さ
れ
て
お
り
、

埋
葬
順
位
は
明
ら
か
に
し
え
て
な
い
。
し
か
し
、

3
体
と
も
動
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
を
片
付
け
る
契
機
と
な
っ
た
最
終
埋
葬

が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
も
う
l
体
の
被
葬
者
を
X
号
と
す
る
。

4
号
墳

号
）
と
い
う
構
成
に
な
る
。

で
あ
る
。

間
に
は
そ
れ
ぞ
れ
相
当
の
時
間
を
見
込
む
必
要
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
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4号墳人骨出土状態 （山口埋文1982を製図）
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図5 7号墳人骨出土状態 （山口埋文1982を製図）
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図6 7号墳および10号墳出土土器 （山口埋文1982より ）
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の
方
が
先
に
葬
ら
れ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

7
号
墳 朝

田
墳
墓
群
被
葬
者
の
親
族
関
係

さ
て
、
出
土
状
態
か
ら
み
る
と
こ
れ
ら
の
埋
葬
順
位
は
不
明
で
あ
る
が
、

大
分
県
上
の
原
横
穴
墓
群
の
例
（
村
上
他
一
九
八
五
）
な
ど
か
ら
み
る
と
、
男
性

(
1
号
人
骨
）
が
初
葬
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、

墓
道
か
ら
最
終
埋
葬
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
6
世
紀
中
葉
の
須
恵
器
が
出
土
し
て
お
り
（
図
3
)
、
こ
の
横
穴
墓
群
の
上
限
が
6
世
紀
前
半

ま
で
し
か
上
り
え
な
い
こ
と
か
ら
、

4
号
墳
に
お
け
る
埋
葬
は
長
く
と
も
二

o
i三
0
年
間
で
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、

2
号
墳
東
横
穴
墓
や
後
述
の

10
号
墳
、
時
期
は
や
や
上
る
が

1
号
人
骨
死
亡
時
の
世
代
構
成
を
復
元
し
て
み
る
と
、

ま
で
に
一
〇
ー
ニ

0
年
の
間
隔
を
考
え
る
と
、

1
号
人
骨
が
片
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
後
続
の
埋
葬

3
号
人
骨
は

1
号
と
同
世
代
に
、

2
号
人
骨
は

1
号
・

3
号
の
次
世
代
に
な
る
。
そ
し
て
、

さ
ら
に
こ
れ
ら
か
ら
相
当
の
時
間
を
へ
て
X

号
人
骨
が
葬
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

4
号
墳
の
被
葬
者
は
、
第
一
世
代
の
男

女

(
1
号・

3
号
）
と
第
二
世
代
の
女
性

(
2
号
）
と
X

号
と
い
う
二
世
代
の
構
成
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

長
径
六
・
六
メ
ー
ト
ル
、
短
径
六
・
ニ
メ
ー
ト
ル
の
墳
丘
を
も
つ
横
穴
墓
で
、
墓
道
の
長
さ
は
七
・
一
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
人
骨
は

3

体
分
が
検
出
さ
れ
た
（
図
5
)
。
1
号
人
骨
は
、
最
も
奥
に
位
置
す
る
幼
児
骨
で
、
原
位
置
を
保
っ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。

2
号
人
骨
は
、
中
央
の
壮
年
男
性
で
、
頭
骨
は
左
側
へ
と
転
が
り
、
左
右
の
大
腿
骨
は
外
側
に
半
回
転
し
て
い
て
、
骨
盤
の
仙
腸
関
節

も
や
や
ず
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
所
見
か
ら
2
号
人
骨
が
や
や
動
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
そ
の
他
の
骨
の
位
置
関
係
は

概
ね
原
位
置
を
保
っ
て
お
り
、
玉
類
の
位
置
関
係
と
も
矛
盾
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

2
号
人
骨
は
、
ほ
ぽ
埋
葬
さ
れ
た
ま
ま
の
状
態
を
保
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

1
号
人
骨
と
の
関
係
は
、
報
告
で
は
1
号
↓
2
号
の
順
位
を
考
え
て
あ
る
が
、

上
腕
骨
上
に
あ
る
こ
と
、
こ
の
上
腕
骨
は
、

1
号
の
頭
骨
が
2
号
の

1
号
の
下
肢
骨
上
に
の
る
2
号
大
腿
骨
と
異
な
り
、
原
位
置
を
保
つ
こ
と
か
ら
、

2
号
人
骨

3
号
人
骨
は
、
羨
門
よ
り
に
位
置
す
る
壮
年
女
性
で
、
頭
骨
と
右
の
鎖
骨
・
上
腕
骨
お

よ
び
左
上
腕
骨
や
玉
類
の
位
置
関
係
に
は
乱
れ
が
な
く
、
ま
た
、
右
の
寛
骨
・
大
腿
骨
・
腔
骨
も
同
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

3

号
人
骨
が
最
後
の
被
葬
者
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
下
肢
の
位
置
を
み
る
と
、
頭
と
両
肩
か
ら
推
定
さ
れ
る
位
置
よ
り
も
奥
壁
側
に
よ
っ
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10
号
墳

て
お
り
、
押
し
や
ら
れ
た
印
象
も
受
け
る
。

3
号
人
骨
は
最
後
の
被
葬
者
で
は
な
い
可
能
性
も
あ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
上

半
身
と
下
半
身
が
別
個
休
と
考
え
る
と
、
下
半
身
の
個
体
を
奥
へ
押
し
や
っ
て
上
半
身
の
個
体
が
最
後
に
葬
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
す
ら

で
て
く
る
。
と
は
い
え
、
と
り
あ
え
す
は
3
体
の
埋
葬
で
あ
っ
た
と
し
て
、
世
代
構
成
を
考
え
て
み
よ
う
。

さ
て
、

7
号
墳
に
お
け
る
埋
葬
順
位
は
、
前
記
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

号
人
骨
埋
葬
後
に
追
葬
さ
れ
る
ま
で
の
間
隔
は
短
い
も
の
（
数
年
以
内
）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

3
号
人
骨
追
葬
時
に
、

1
号

人
骨
が
奥
壁
よ
り
に
片
づ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
あ
る
程
度
の
時
間
を
へ
て
3
号
が
追
葬
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
幼
児
の

軟
部
組
織
腐
朽
は
そ
れ
ほ
ど
時
間
が
か
か
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

た
と
考
え
う
る
。
そ
し
て
、

2
号
人
骨
の
右
大
腿
骨
が
1
号
人
骨
の
下
肢
骨
上
に
の
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
こ
の
大
腿
骨
が
外
側

へ
と
半
回
転
し
た
の
は
1
号
人
骨
の
片
付
け
を
終
え
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、

2
号
か
ら
3
号
ま
で
の
埋
葬
間
隔
は
大
き
な
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

7
号
墳
で
は
、
玄
室
内
の

3
号
人
骨
頭
骨
付
近

の
須
恵
器
（
図
6
|
6
1
7
)

お
よ
び
最
終
埋
葬
に
伴
う
と
考
え
ら
れ
る
墓
道
出
士
の
須
恵
器
（
図
7
|
1
1
4
)
が
得
ら
れ
て
い
る
が
、
い

ず
れ
も
6
世
紀
中
葉
の
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

が
第
一
＿
世
代
の
幼
児
と
い
う
、

朝
田
墳
墓
群
被
葬
者
の
親
族
関
係

つ
ま
り
、

2
号
人
骨
に
大
き
な
乱
れ
が
な
い
こ
と
か
ら
、

1
号
人
骨
が

2

や
は
り
、
数
年
ほ
ど
の
時
間
を
お
い
て

3
号
人
骨
が
追
葬
さ
れ

2
号
人
骨
の
他
の
骨
に
乱
れ
が
な
い
こ
と
と
あ
わ
せ
る
と
、

7
号
墳
被
葬
者
の
生
前
に
お
け
る
世
代
構
成
は
、

そ
し
て
、
そ
の
場
合
は
、
最
終
被
葬
者
は
第
二
世
代
で
あ
る
可
能
性
が
強
く
な
る
だ
ろ
う
。

2
号
・

3
号
が
第
一
世
代
の
男
女
で
、

二
世
代
構
成
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
／
た
だ
し
、
前
記
の
よ
う
に
、

1
号

3
号
人
骨
が
動
か
さ
れ
て
い
る
か
、

上
半
身
と
下
半
身
が
別
個
体
で
あ
る
場
合
に
は
、
須
恵
器
の
時
期
幅
の
範
囲
内
で
最
終
埋
葬
ま
で
の
時
間
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

長
径
五
・
八
メ
ー
ト
ル
、
短
径
五
•
四
メ
ー
ト
ル
の
墳
丘
を
も
ち
、
長
六
・
七
メ
ー
ト
ル
の
墓
道
を
有
す
る
横
穴
墓
で
あ
る
。
人
骨
は

4
体
が
検
出
さ
れ
て
い
る
（
図
7
)
。
1
号
人
骨
は
、
奥
壁
よ
り
に
位
置
す
る
熟
年
女
性
で
、
歯
の
咬
耗
か
ら
五

0
オ
前
後
と
推
定
さ
れ
る
。
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図7 10号墳人骨出土状態 （山口埋文1982を製図）
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頭
骨
と
下
顎
骨
が
遊
離
し
て
お
り
、
両
者
の
間
に
2
号
人
骨
頭
骨
が
あ
る
。
骨
盤
以
下
の
下
肢
骨
は
、

1
号
人
骨
の
下
肢
骨
上
に
の
っ
て

お
り
、
頭
の
状
態
と
あ
わ
せ
て
、
奥
壁
側
へ
と
二
次
的
に
移
動
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
左
右
の
寛
骨
と
大
腿
骨
、
お
よ

び
こ
れ
ら
相
互
の
位
置
関
係
は
大
き
く
乱
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
が
関
節
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
状
態
で
、
こ
の
位
置

2
号
人
骨
は
、
奥
壁
に
そ
っ
て
片
づ
け
ら
れ
た
壮
年
男
性
で
、
歯
の
咬
耗
か
ら
み
る
と
四

0
オ
近
い
と
思
わ
れ
る
。

1
号
人
骨
の
下
半

3
号
人
骨
は
、
玄
室
中
央
に
葬
ら
れ
た
壮
年
男
性
で
、
歯
の
咬
耗
か
ら
み
る
と
三

0
オ
前
後
と
推
定
さ
れ
る
。

1
号
人
骨
を
片
づ
け
て

こ
の
位
置
に
葬
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
全
身
の
骨
に
位
置
関
係
の
乱
れ
は
な
い
。

4
号
人
骨
は
、
最
も
羨
門
よ
り
に
位
置
す
る
壮
年
女
性
で
、
歯
の
咬
耗
か
ら
み
る
と
三

0
オ
前
後
と
推
定
さ
れ
る
。
伏
臥
の
姿
勢
で
葬

ら
れ
、
左
半
身
は

3
号
人
骨
上
に
の
る
こ
と
か
ら
、

う
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、

10
号
墳
に
お
け
る
最
終
被
葬
者
と
い
え
る
。
ま
た
、

部
に
集
中
す
る
鉄
鏃
．
刀
子
は
、
切
先
が
そ
ろ
わ
な
い
こ
と
か
ら
二
次
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
人
骨
に
伴

4
号
人
骨
が
上
に
の
せ
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

4
号
人
骨
の
手
前
、
玄
室
右
袖

3
号
人
骨
に
乱
れ
が
な
い
こ
と
は
、

3
号
の
軟
部
組
織

の
腐
朽
が
完
了
す
る
前
に
4
号
が
追
葬
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

2
体
の
埋
葬
時
期
の
近
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、

10
号
墳
被
葬
者
の
生
前
の
世
代
構
成
を
復
元
す
る
。
ま
ず
、

2
号
人
骨
と
1
号
人
骨
の
埋
葬
間
隔
は
、

2
号
人
骨
が
奥
壁
に
そ
っ
て
片
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
相
当
の
時
間
を
見
込
む
必
要
が
あ
ろ
う
。
次
に
、

1
号
・

3
号
間
は
、

1

号
下
肢
骨
が
関
節
状
態
か
そ
れ
に
近
い
状
態
の
ま
ま
奥
へ
と
移
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
数
年
以
内
の
間
隔
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

3
号
と
4
号
の
間
は
、
前
記
の
と
お
り
、
時
間
的
に
近
接
し
て
葬
ら
れ
た
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、

ほ
ど
、

1
号
・

3
号
間
を
五
年
ほ
ど
と
し
て
、

2
号
人
骨
死
亡
時
の
世
代
構
成
を
求
め
る
と
、

2
号
（
四

0
オ
近
く
の
男
性
）
↓
1
号
（
四

0
オ
前
後
の
女
性
）
↓
3
号
（
二

0
オ
ほ
ど
の
男
性
）
↓
4
号
（
二

0
オ
ほ
ど
の
女
性
）
と
い
う
二
世
代
の
構
成
と
な
る
。

2
号
・

1
号

朝
田
墳
墓
群
被
葬
者
の
親
族
関
係

身
下
に
あ
り
、
明
ら
か
に
1
号
よ
り
も
先
に
葬
ら
れ
て
い
る
。

に
移
動
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

2
号
・

1
号
間
を
か
り
に
一

0
年
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x
号
が
男
性
で
あ
れ
ば
、

I
A
C
、
I
I
A
C
、
I
B
C
、
I
I
B
C

女
性
で
あ
れ
ば
、

と
い
う
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
。

朝
田
墳
墓
群
被
葬
者
の
親
族
関
係

間
を
長
く
と
る
と
三
世
代
の
可
能
性
も
で
て
く
る
が
、
墓
道
中
か
ら
最
終
埋
葬
に
伴
う
と
思
わ
れ
る

6
世
紀
中
葉
の
須
恵
器
（
図
6
)
が
出

土
し
て
お
り
、
こ
の
横
穴
墓
群
の
上
限
が
遡
っ
て
も
6
世
紀
前
半
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
二
世
代
の
構
成
が
も
っ
と
も
妥
当
と
い
え
る
。

横
穴
墓
の
被
葬
者
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
の
研
究
者
が
予
想
し
て
い
た
と
お
り
、
親
族
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
（
田

中
他
一
九
八
五
、
池
田
一
九
八
六
等
）
・
し
た
が
っ
て
、
朝
田
墳
墓
群
に
お
い
て
も
、
姻
族
を
含
む
親
族
が
葬
ら
れ
た
と
い
う
前
提
の
も
と
に
、

同
世
代
の
男
女
が
夫
婦
か
兄
妹
（
姉
弟
）
な
の
か
、
あ
る
い
は
後
者
の
場
合
、
次
世
代
の
被
葬
者
は
男
女
ど
ち
ら
の
子
に
な
る
の
か
、
と

い
う
点
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
、
そ
こ
で
、
同
世
代
男
女
を
A

で
表
記
す
る
。
ま
た
、
単
体
か
同
世
代
が
同
性
の
場
合
は

C
、

（
夫
婦
）
、

B
 

c
と
し
、
さ
ら
に
、
次
世
代
被
葬
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

I
（
父
系
）
、

II
（
母
系
）
と
い
う
形
で
示
す
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に
三
世
代
に
わ
た
る
父
系
の
夫
婦
が
葬
ら
れ
る
場
合
に
は
、

I
A
a
a
と
い
う
形
で

そ
う
す
る
と
、

2
号
墳
東
横
穴
墓
の
場
合
、
二
世
代
に
わ
た
る
男
女
と
三
世
代
目
の
女
性
と
い
う
構
成
な
の
で
、

I
A
a
c
、
I
I
A
a
c
、
I
A
b
c
、
I
I
A
b
c

I
B
a
c
~
I
I
B
a
C
I
B
b
C

、

I
I
B
b
c

同
様
に
、

4
号
墳
を
み
て
み
る
と
、
第
一
世
代
の
男
女
と
第
二
世
代
の
女
性
と
X

号
と
い
う
構
成
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

表
せ
る
わ
け
で
あ
る
。 四、

親
族
関
係
モ
デ
ル
の
抽
出

兄
妹
•
姉
弟
）
と
し
、
次
世
代
以
降
は
a

、

x
号
が

b
と
小
文
字
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3
に
示
す
。

五

-T‘

つ。

4
1
 
と
い
う
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
。

10
号
墳
は
、
二
世
代
に
わ
た
る
男
女
と
い
う
構
成
な
の
で

で
あ
る
場
合
を
考
慮
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
に
収
め
う
る
。

と
い
う
ケ
ー
ス
と
な
ろ
う
。

I
A
a
、
I
I
A
a
、
I
B
a
、
I
I
B
a

I
B
b
、
I
I
B
b
、
I
A
b
、
I
I
A
b

7
号
墳
は
、
同
世
代
の
男
女
と
次
世
代
の
幼
児
と
い
う
構
成
で
あ
っ
た
の
で
、

I
A
C
、
I
I
A
C
、
I
B
C
、
I
I
B
C

と
い
う
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、

I
A
a
、
I
l
A
a
、
I
A
b
、
I
l
A
b

I
B
a
、
I
I
B
a
、
I
B
b
、
I
I
B
b

次
に
、
歯
冠
計
測
値
を
用
い
た
Q
モ
ー
ド
相
関
係
数
を
求
め
、
被
葬
者
間
の
血
縁
関
係
を
推
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
上
の
検
証
を

被
葬
者
閻
の
Q
モ
ー
ド
相
関
係
数

歯
の
保
存
状
態
の
関
係
で
、
必
ず
し
も
血
縁
者
推
定
に
有
効
な
組
み
合
せ
が
十
分
得
ら
れ
た
と
は
い
え
な
い
が
、
結
果
を
表
1
.
2
.

2

号
墳
東
横
穴
墓
で
は
、
1

号
・
2

号
人
骨
の
歯
の
保
存
が
不
良
な
た
め
、
3

号
•
4

号
・
5

号
が
主
と
し
た
分
析
対
象
と
な
っ
た
。

こ
の
分
析
で
は
、
便
宜
的
に
複
数
の
有
効
な
組
み
合
せ
に
お
い
て0
•
五
0
0
以
上
の
値
が
得
ら
れ
た
ペ
ア
が
血
縁
者
で
あ
っ
た
と
推
定

朝
田
墳
墓
群
被
葬
者
の
親
族
関
係

3
号
人
骨
が
最
終
埋
葬
で
な
い
か
、

3
号
の
上
・
下
半
身
が
別
個
体
の
も
の
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表1 2号墳東横穴塞被葬者のQモード相関係数

歯種

P1M1 

P1M1 
C pl朽Ml

p Ip 2M I 

C p I p2 

C p I P2 

C p I炉Ml

C p I P2 

C plp2MIM2 

C p I P2 

C plp2MIM2 

C p Ip 2M2 
pl忙MIM2

C plp2MIM2 

2サー3号 2号ー4号

-0.193 

2号ー5号 3号—4号 3サー5サ 4サ—5サ

-0.610 

-0.615 

-0.121 

0.104 

0.280 

0.228 

0.441 

0.419 

0.135 

0.656 

0.676 

0.310 

-0.026 

-0.168 

朝
田
墳
墓
群
被
葬
者
の
親
族
関
係

0.382 

0.300 

表2 7号墳被葬者のQモード相関係数

歯種

l1l2CM1 

l1l2CM1 

P1M1 

P1M2 

-I I I 2C MI 

I 2M I 

I I I 2 C利Ml

I 2C p I凡M1M1

C P1M1 

C P 1恥M1M2

P1P2M1M2 

1号ー2サ 1号—3号 2号ー3サ

0.129 

0.472 -0.138 

0.370 

0.071 

0.520 

0.483 

0.309 
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表3 10号墳被葬者のQモード相関係数

朝
田
墳
墓
群
被
葬
者
の
親
族
関
係

歯種

I I I 2C P 1戸MI

JI I 2C p I応MI

pl戸MIM2

P1P2恥 M2

JIJ2Cplp2 

l1I2CP1P2 

Cpl戸Ml

C P1応M1

pl杞Ml

P1応 M1

11 1 2c M1 

l1I2CM1 

炉Ml

凡M1

JIJ2Cplp2糾 M2

0.593 

l I I 2C Pl杞Ml

. Cpl杞Ml

pl戸Ml

I 1 I zC P 1応M1M2

11 1 2c 

I 1 I 2C 

J112Cp1軒M2

I 1 I 2C P 1応M1

l l I 2C P 1戸M2

pl軒M2

P1応M1

Cpl杞M2

CP1P2M1 

1号ー2号

0.207 

-0.394 

-0.229 

-0.210 

-0.006 

-0.414 

-0.317 

1号ー3号

0.530 

0.204 

-0.167 

-0.058 

0.137 

0.402 

-0.278 

-0.187 

1号ー4号

0.168 

0.296 

0.142 

0.196 

-0.135 

-0.095 

-0.372 

-0.274 

2号ー3号

0.620 

0.574 

0.410 

0.613 

0.362 

0.826 

0.836 

0.907 

0.839 

0.290 

0.643 

0.829 

0.562 

0.611 

2号ー4サ

0.349 

0.107 

0.454 

0.538 

0.685 

0.577 

0.586 

0.646 

0.438 

0.417 

0.572 

0.458 

0.601 

0.467 

0.451 

3号ー4サ

0.242 

0.285 

0.034 

0.253 

0.499 

0.417 

0.567 

0.461 

0.657 

0.591 

0. 774 

-0.268 

0.556 

0.329 

0.478 

0.215 

0.156 
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穴
墓
ご
と
の
変
異
を
包
摂
す
る
モ
デ
ル
を
抽
出
す
る
必
要
が
で
て
く
る
。

六

考

察

組
み
合
せ
で
マ
イ
ナ
ス
値
が
得
ら
れ
た
。

五
0
0
以
上
の
値
が
得
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

朝
田
墳
墓
群
被
葬
者
の
親
族
関
係

し
て
い
る
が
（
土
肥
他
一
九
八
六
）
、

れ
た
（
表
1
)
。

3

号
・
5

号
間
（
第
二
世
代
の
男
女
間
）
に
お
い
て
複
数
の
組
合
せ
で
0
•

五
0
0

以
上
の
値
が
得
ら

4
号
墳
で
は
、
表
示
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、

1
号
・

2
号
間
（
第
一
世
代
男
性
と
第
二
世
代
女
性
間
）
で
は

P
1
M
1
M
2
l
2
の
組
み
合
せ
で

0
.

五
五
一
、

1
号
・

3
号
間
（
第
一
世
代
の
男
女
間
）

で
P
2
M
1
M
2
の
組
み
合
せ
で

0
.

2
5
7
の
値
が
得
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
組
合
せ
は
、
血
縁
者
の
推
定
に
あ
ま
り
有
効
な
も
の
で
は
な
く
、
結
果
の
信
頼
性
は
低
い
。

7
号
墳
は
、

1
号
人
骨
が
幼
児
で
あ
る
た
め
、

2
号
・

3
号
間
（
第
一
世
代
男
女
間
）
の
分
析
が
主
と
な
っ
た
が
、
一
っ
の
組
み
合
せ
で

O・

五
二
0
と
い
う
値
が
得
ら
れ
た
他
は
い
ず
れ
も
0
•

五
0
0

以
下
の
値
で
あ
る
（
表
2
)。

10
号
墳
は
比
較
的
多
く
の
組
み
合
せ
で
分
析
で
き
た
。
表
3
を
み
る
と
、

2
号
・

3
号
間
（
第
一
世
代
男
性
と
第
二
世
代
男
性
間
）
、

2
号
・

4
号
間
（
第
一
世
代
男
性
と
第
二
世
代
女
性
間
）
、

3
号
・

4
号
間
（
第
二
世
代
の
男
女
間
）
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
複
数
の
組
み
合
せ
で

O・

―
つ
の
組
み
合
せ
だ
け
で
は
あ
る
が
、

に
お
い
て
も
高
得
点
が
得
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、

1
号
・

3
号
間
（
第
一
世
代
女
性
と
第
二
世
代
男
性
）

1
号
・

2
号
間
（
第
一
世
代
男
女
）

は
、
高
得
点
は
お
ろ
か
ほ
と
ん
ど
の

朝
田
墳
墓
群
に
お
い
て
は

4
基
の
横
穴
墓
が
分
析
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
相
互
に
変
異
は
あ
る
も
の
の
、
推
定
さ
れ
た
世
代
構
成
に
お

い
て
い
く
つ
か
の
共
通
性
が
あ
っ
た
。
そ
の
―
つ
は
第
一
世
代
は
男
女
で
構
成
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
―
つ
は
、
第

二
世
代
が
、
第
一
世
代
と
は
異
な
っ
て
必
ず
し
も
男
女
と
い
う
規
則
性
は
な
く
、
単
体
や
同
性
の
場
合
も
あ
り
う
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
横
穴
墓
へ
誰
を
埋
葬
す
る
か
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
る
規
則
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
横
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得
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
を
積
極
的
に
評
価
す
れ
ば
、
第
一
世
代
に
関
し
て
は
10
号
墳
と
は
逆
の
結
果
と
な
っ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

7
号
墳
の
結
果
を
積
極
的
に
評
価
で
き
な
い
理
由
が
あ
る
。
ま
ず
、
歯
冠
計
測
値
を
用
い
た
方
法
で
は
、
数
％
か
ら
十
数
％

朝
田
墳
墓
群
被
葬
者
の
親
族
関
係

と
こ
ろ
が
、
さ
き
に
評
価
を
保
留
し
た
7
号
墳
の
分
析
結
果
は
、

却
さ
れ
、

I
A
b
、
I
I
A
b
が
選
択
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

L

と
に
し
よ
う
。

さ
て
、
前
章
に
お
け
る
計
算
結
果
を
み
る
と
、
い
ず
れ
の
横
穴
墓
に
お
い
て
も
血
縁
者
と
推
定
さ
れ
る
ペ
ア
が
認
め
ら
れ
、
横
穴
墓
の

被
葬
者
が
や
は
り
親
族
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
各
横
穴
墓
ご
と
に
モ
デ
ル
の
検
証
を
行
っ
て
み
る
と
、

2

号
墳
東
横
穴
墓
で
は
第
二
世
代
の
男
女
が
血
縁
者
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
先
に
あ
げ
た
モ
デ
ル
の
う
ち
、

I
A
a
c
、
I
I
A
a
c
、
I
B

a
c
、
I
I
B
a
C
が
棄
却
さ
れ
、

I
A
b
c
、
I
I
A
b
c
、
I
B
b
c
、
I
I
B
b
C
が
残
る
。

4
号
墳
で
は
、

男
女
間
で
あ
る
た
め
、

―
つ
の
組
み
合
せ
の
み
と
は
い
え
、
第
一
世
代
の
男
女
で
高
い
値
が

1
号
・

2
号
間
の
分
析
に
用
い
た
歯
の
組
合
せ
が
仮
に
有
効
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
第
一
世
代
と
第
二
世
代
の

モ
デ
ル
の
選
択
に
は
い
た
ら
な
い
。
た
だ
、
第
一
世
代
の
男
女
間
の
分
析
に
用
い
た

P
2
M
1
M
2
の
組
合
せ
に
お
け

る
値
が
実
状
を
反
映
し
た
も
の
な
ら
ば
、
第
一
世
代
を
兄
妹
（
姉
弟
）
と
し
た
モ
デ
ル
が
棄
却
さ
れ
る
可
能
性
も
出
て
く
る
。

7
号
墳
は
、
逆
に
第
一
世
代
の
男
女
間
で
嵩
い
値
が
得
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
一
っ
の
組
合
せ
の
み
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、

他
の
組
合
せ
で
は
必
ず
し
も
高
い
値
が
得
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の

7
号
墳
に
つ
い
て
は
10
号
墳
の
検
討
の
後
に
再
び
ふ
れ
る

10
号
墳
は
、
第
一
世
代
の
男
性
と
第
二
世
代
の
男
女
と
の
間
で
そ
れ
ぞ
れ
高
い
得
点
が
得
ら
れ
て
お
り
、
親
子
の
関
係
で
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
る
。
ま
た
、
第
二
世
代
男
女
の
間
で
も
高
い
値
が
得
ら
れ
て
お
り
、
第
二
世
代
は
夫
婦
と
い
う
よ
り
兄
妹
（
姉
弟
）

で
あ
っ
た
可

能
性
が
高
い
。
さ
ら
に
、
第
一
世
代
の
男
女
間
で
低
い
値
の
み
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
、
第
一
世
代
が
血
縁
者
で
は
な
い
ペ
ア
、
す
な
わ
ち

夫
婦
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
モ
デ
ル
I
A
a
、
I
I
A
a
、
I
B
a
、
I
I
B
a
、
I
B
b
、
I
I
B
b
は
棄
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
モ
デ
ル
で
は
第
一
世
代
と
第

A

b
、
I
I
A
b
が
選
択
さ
れ
る
。

合
せ

朝
田
墳
墓
群
被
葬
者
の
親
族
関
係

一
世
代
の
構
成
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
C

す
な
わ
ち
、
第
一
世
代
は
家
長
夫
妻
で
あ
る

の
「
他
人
の
そ
ら
似
」
が
介
在
す
る
こ
と
で
あ
るC

そ
の
た
め
、
こ
の
方
法
で
は
複
数
の
組
み
合
せ
で

0
•

五
0
0
以
上
の
値
を
と
る
ペ

ア
を
血
緑
者
と
推
定
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
お
り
、
（
土
肥
他
一
九
八
六
）
こ
れ
に
従
え
ば
、

価
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
仮
に
7
号
培
の
2
号
人
骨
と

3
号
人
骨
が
血
緑
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
た
ま
た
ま
イ
ト
コ
同
士
の
結

婚
に
よ
る
夫
婦
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
イ
ト
コ
同
士
ま
で
親
等
が
離
れ
る
と
血
縁
者
推
定
に
有
効
で
な
く
な
る
組
み

(
P
1
M
1
P
1
M
1

な
ど
）

な
る
の
で
あ
る
。

で
は
値
が
落
ち
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

7
号
墳
に
お
け
る
結
果
を
積
極
的
に
は
評

7
号
墳
で
は
先
述
し
た
と
お
り
、

3
号
人
骨
の
上
半
身
と
下

半
身
が
別
個
体
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
第
一
世
代
の
男
性
と
第
二
世
代
の
女
性
と
の
間
に
高
い
値
が
で
て
い
る
こ
と
に

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
7

号
墳
に
お
い
て
も
第
一
世
代
は
兄
妹
•
姉
弟
で
は
な
く
、
1
0
号
墳
と
同
様
に
夫
婦
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、

4

基
の
被
葬
者
の
構
成
を
統
口
的
に
理
解
し
う
る
モ
デ
ル
は
、
第
一
世
代
か
夫
婦
、
第
二
世
代
が
兄
妹
•
姉
弟
と
い
う
ー

次
に
、
こ
の
二
つ
の
う
ち
ど
ち
ら
が
朝
田
墳
墓
群
被
葬
者
の
親
族
原
理
を
表
す
の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
第
一
世
代

と
第
二
世
代
が
親
子
関
係
に
あ
る
た
め
、
歯
冠
計
測
値
を
用
い
た
分
析
で
選
択
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
初
葬
者
が
い
ず
れ
も
男
性

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
横
穴
墓
が
成
人
男
性
の
死
を
契
機
と
し
て
築
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
母
系
と

い
う
よ
り
は
、
男
性
の
家
長
を
中
心
と
し
た
父
系
の
視
族
関
係
で
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
最
後
に
残
っ
た
基
本
モ

デ
ル
は
I
A
b

（
家
長
夫
妻
と
そ
の
子
た
ち
、
父
系
）

で
あ
り
、
三
世
代
構
成
の

2
号
墳
東
横
穴
墓
に
お
け
る
最
終
被
葬
者
は
、
こ
の
基
本
モ

デ
ル
に
基
づ
い
て
、
第
二
世
代
男
性
の
子
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

に
し
て
も
、
第
二
世
代
は
家
長
の
子
で
あ
る
こ
と
以
外
に
は
性
・
年
齢
に
制
約
が
な
い
。
ま
た
、

7
号
墳
に
お
い
て
は
、
次
世
代
の
家
長

と
考
え
う
る
成
人
男
性
は
明
ら
か
に
葬
ら
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
第
二
世
代
は
、
第
一
世
代
の
家
長
の
子
で
は
あ
っ
て
も
、
次
世
代
の
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▲ 
第一世代家長

_． 
朝
田
墳
墓
群
被
葬
者
の
親
族
関
係

＠ 
第二世代家長 ＇ 

-0 

図8

“ 

―△ 

朝田墳墓群被葬者の親族関係モデル
▲男性 ●女性
....、 ...0がそれぞれ同じ墓に葬られ、△0で示した人物は
横穴墓には葬られない

(11期
）
↓
3
号
墳

(
I期
）
↓
4
号
墳

(11期
）
↓
5
号
墳

(II

期
）
↓
6
号
墳

(II期
）
↓
7
号
墳

(m期
）
↓
8
号
墳

(
I期）

↓
9
号
墳

(II期
）
↓
1
0
号
墳

(II期
）
と
い
う
よ
う
に
、
お
お

1
)
。
報
告
書
中
で
は
、
墳
丘
の
有
無
に
よ
っ
て
副
葬
品
に
格
差

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
隣
接
す
る

I
期
横
穴
墓
と

n期
横

む
ね

I
期
横
穴
墓
と

II期
横
穴
墓
が
交
互
に
位
置
し
て
い
る
（
図

れ
ら
の
横
穴
墓
群
は
東
か
ら
、

2
号
墳
東

(
I期
）
↓
2
号
墳
南

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
山
口
埋
文
一
九
八
二
）
。
そ
し
て
、
こ

横
穴
墓
）
で
あ
り
、

3
号
墳
も
玄
室
の
構
造
な
ど
か
ら

I
期
に
属

南
•
4

号
墳
．
5

号
墳
．
7

号
墳
．
9

号
墳
・
1
0
号
墳
（
同II
期

出
土
す
る
2

号
墳
東
横
穴
墓
．
6

号
墳
•
8

号
墳
（
報
告
書
に
お

け
る

I
期
横
穴
墓
）
と
6
世
紀
中
葉
が
築
造
時
期
で
あ
る
2
号
墳

分
か
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

6
世
紀
前
半
の
須
恵
器
を

査
さ
れ
た
1
0
基
の
横
穴
墓
群
は
、
築
造
年
代
に
お
い
て
二
期
に

な
墓
を
築
造
す
る
と
い
う
も
の
に
な
る
（
図
8
)
。
そ
し
て
、
調

埋
葬
シ
ス
テ
ム
を
累
代
的
に
示
す
と
、
次
世
代
の
家
長
は
新
た

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
朝
田
墳
墓
群
に
お
け
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

家
長
と
は
な
ら
な
か
っ
た
人
た
ち
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
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に
重
な
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

朝
田
墳
墓
群
被
葬
者
の
親
族
関
係

穴
墓
が
そ
の
ま
ま
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、

6
世
紀
中
葉
に
至
っ
て
横
穴
墓
築
造
の
階
層
が
拡
大
し
た
と
の
想
定
も
な
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
一
方
で
は
、

2
号
墳
東
横
穴
墓
と
南
横
穴
墓
は
墳
丘
を
共
有
し
、

9
号
横
穴
墓
も
8
号
横
穴
墓
の
墳
丘
を
切
っ
て
築
造
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
隣
接
す
る
横
穴
墓
間
に
何
ら
か
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
（
山
口
埋
文
一
九
八
二
）
。
そ

こ
で

2
号
墳
の
東
横
穴
墓
と
南
横
穴
墓
と
を
検
討
し
て
み
る
。
ま
ず
、
東
横
穴
墓
に
葬
ら
れ
た
家
長

(
1
号
人
骨
）
が
死
亡
し
た
6
世
紀

前
半
を
五
二

o
i五
三

0
年
頃
と
す
る
と
、

1
号
人
骨
は
一
―

-
0
オ
前
後
で
死
亡
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
世
代
の
家
長
は
こ
の
時
点
で
一

0
オ
前
後
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
人
物
が
、
や
は
り
三

0
オ
前
後
で
死
亡
し
た
と
す
る
と
五
四
〇
！
五
五

0
年
頃
、
四
〇

オ
前
後
だ
と
五
五

0
ー
五
六
0
年
頃
と
な
り
、
南
横
穴
墓
の
築
造
年
代
と
合
致
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

4
号
墳
は
、
隣
接
す
る
3
号
墳
と
の
連
続
が
考
え
ら
れ
る
が
、
間
に
未
調
査
区
が
入
る
こ
と
と
、
墳
丘
を
も
つ

3
号
墳
に
対
し
て
4
号

墳
は
墳
丘
を
も
た
な
い
こ
と
か
ら
、
い
ち
が
い
に
連
続
す
る
と
は
い
い
が
た
い
。
ま
た
、

4
号
墳
の
須
恵
器
は
墓
道
か
ら
の
出
土
で
あ
り
、

最
終
埋
葬
に
伴
う
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
初
葬
は
6
世
紀
前
半
に
ま
で
上
る
か
そ
れ
に
近
い
中
葉
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

4
号

墳
に
お
け
る
家
長
と
目
さ
れ
る
1
号
人
骨
が
壮
年
（
歯
の
咬
耗
か
ら
み
る
と
お
お
む
ね
三

0
代
）
で
死
亡
し
た
と
す
る
と
、

4
号
墳
よ
り
二

0

年
ほ
ど
前
と
な
り
、

3
号
墳
の
築
造
時
期
と
矛
盾
し
な
い
。
さ
ら
に
、

4
号
墳
が
、

3
号
墳
と
で
は
な
く
5
号
墳
と
連
続
す
る
と
す
る
と
、

4
号
墳
1
号
人
骨
死
亡
時
に
は

5
号
墳
の
家
長
は
一

0
代
と
考
え
ら
れ
、
や
は
り
―
―

1
0
代
で
死
亡
し
た
と
す
る
と
、

5
号
墳
の
築
造
時
期

7
号
墳
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

7
号
墳
は
墳
丘
を
も
つ
と
い
う
点
と
位
置
関
係
や
墓
道
の
方
向
な
ど
か
ら
8
号
墳
と
連
続
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
家
長
と
考
え
ら
れ
る
2
号
人
骨
は
壮
年
で
死
亡
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
代
の
家
長
が
壮
年
か
ら
熟
年
に
か
け

て
死
亡
し
た
と
す
る
と
、
そ
の
墓
の
築
造
は
6
世
紀
の
前
半
代
ま
で
上
る
こ
と
に
な
り
、

8
号
墳
の
築
造
年
代
と
一
致
す
る
。
さ
ら
に
、

7
号
墳
2
号
人
骨
の
次
の
家
長
は
、

7
号
墳
築
造
時
に
は
一

0
代
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
が
、
こ
の
人
物
が
三

0
代
か
ら
四
0
代
で
死
亡
し

葬
ら
れ
た
と
す
る
と
、

6
世
紀
後
半
に
ま
で
下
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、

8
号
墳
の
墳
丘
を
切
っ
て
造
ら
れ
た
9
号
墳
の
築
造
年
代
は
こ
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号
墳
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9
号
墳
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同
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/

ー

1

5

[□
1

5
1
0
|

＇

釦
ー

齊1
s
m
l

呵
—

と
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

に
基
づ
く
埋
葬
シ
ス
テ
ム

（図

8

先
に
示
し
た
親
族
関
係
の
分
析

し
て
、

こ
の
よ
う
な
あ
り
方
は

隣接する横穴墓および家長の世代的連続
口は横穴墓が使用された時期幅。■は家長と考えら れる男性人骨の推定
死亡時期。口は■の男性人骨の死亡推定年令から求め られた先行世代お
よび次世代家長の推定死亡時期。各横穴墓の築造時期と合致する。(5
号墳と 6号墳について は、人骨が出土していないため、 横穴墓の時期幅
のみを示 した。）

う
も
の
で
あ
っ
た

（図
9
)
。
そ

的

・
家
系
的
に
連
統
す
る
と
い

た
り
も
す
る
横
穴
墓
が
、

世
代

て
は
、
隣
接
し
墳
丘
を
共
有
し

――-j --
隣 接

, 9 

6
号
墳

ヽ
ヽ

よ
う
に
、
朝
田
墳
墓
群
に
お
い

し
か
し

こ
れ
ま
で
み
て
き
た

5
号
墳

の
よ
う
な
系
譜
は
た
ど
れ
な
い
。

lu五―
2
号
墳
南

一
同

>[
[

i

、’□/

墓
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
、

こ

を
た
ど
り
う
る
。

位
置
し
、
隣
接
す
る

1
期
横
穴

10
号
墳
は
、
調
査
区
の
端
に

7
号
墳
↓

9
号
墳
と
い
う
系
譜

レ

7
号
墳
を
介
し
て
、

8
号
墳
↓

し
た
が

っ
て
、
こ
の

一
角
で
は

の
6
世
紀
後
半
な
の
で
あ
る
。
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▲―□-O 
第一世代家長

図10 上ノ原横穴募群被葬者の親族関1系モテル
▲男性 ●女性
▲●、△◎がそれぞれ同じ墓に非られ、△（］で示した人物は
横穴墓には葬られない
（田中・土肥1989bより）

メ
・
ピ
コ
）
を
中
心
と
し
た
キ
ョ
ウ
ダ
イ
原
理
に
基
づ
い
て
い
た

紀
中
葉
ま
で
の
古
墳
に
お
け
る
複
数
埋
葬
は
兄
妹
•
姉
弟
（
ヒ

筆
者
ら
は
、
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
事
例
を
も
と
に
、

5
世

公

朝
田
墳
墓
群
被
葬
者
の
親
族
関
係

八
五
）
。
そ
し
て
、
こ
れ
も
ま
た
累
代
的
に
示
せ
ば
、
次
世
代
の

家
長
は
新
た
な
墓
を
築
造
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
図
10)
。

の
で
あ
る
と
い
う
点
、

を
築
造
し
、

し
か
し
、
次
世
代
の
家
長
は
新
た
な
墓

し
た
が
っ
て
一
一
世
代
目
は
家
長
と
な
ら
な
か
っ
た

子
（
男
女
あ
り
）

で
構
成
さ
れ
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
家
長
の
妻
が
葬
ら
れ
る
と
い
う
点
が
大
き
く

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
図
に
示
し
た
上
ノ
原
横
穴
墓
群
の
モ
デ

ル
は

5
世
紀
後
半
か
ら

6
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
横
穴
墓
の
資

料
か
ら
抽
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
朝
田
墳
墓
群
と
は
時
期
差

が
あ
る
こ
と
か
ら
、

6
世
紀
前
半
か
ら
中
葉
に
か
け
て
上
ノ
原

の
モ
デ
ル
に
家
長
の
妻
が
加
わ
る
と
い
う
か
た
ち
で
朝
田
の
モ

デ
ル
が
出
て
き
た
と
評
価
さ
れ
る
。

相
違
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

-0 ―△ 

こ
の
上
ノ
原
の
モ
デ
ル
と
朝
田
の
モ
デ
ル
ぱ
、
父
系
直
系
の
も

は
、
家
長
と
そ
の
子
と
い
う
基
本
構
成
で
あ
っ
た
（
田
中
他
一
九

と
こ
ろ
で
、
大
分
県
上
ノ
原
横
穴
墓
群
に
お
け
る
親
族
関
係
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七

お

わ

り

に

一
九
八
七
、

一
九
八
九
a
.
b
)
。
そ
し
て
、
こ
の
モ
デ
ル
か
ら
上
ノ
原
の
モ
デ
ル
ま
で
一
貫

し
て
、
配
偶
者
は
同
じ
墓
に
葬
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
朝
田
の
モ
デ
ル
、
す
な
わ
ち
6
世
紀
前
半
か
ら
中
葉
に
至
っ

て
よ
う
や
く
家
長
の
妻
が
葬
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
は
、

5
世
紀
中
葉
ま
で
の
血
縁
を
重
視
し
た
原
理
か
ら
、
キ
ョ
ウ
ダ
イ
が
脱
落
し
て
男
性
家
長
を
中
心
と
し
た
父
系
の
直
系
家
族

が
成
立
し
、
朝
田
墳
墓
群
の
段
階
に
至
っ
て
家
長
の
妻
（
す
な
わ
ち
次
世
代
家
長
の
母
）
も
葬
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
家
長
夫
妻
を
中
心
と

し
た
埋
葬
原
理
が
成
立
し
た
、
と
い
う
流
れ
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
上
ノ
原
横
穴
墓
群
で
は
第
二
世
代
の
女
性
の
寛
骨
に
前
耳
状
溝
が
認
め
ら
れ
た
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
は
経
産
婦
で
あ
っ
た
可

能
性
を
強
く
示
す
こ
と
か
ら
、
女
性
は
結
婚
し
て
も
死
後
は
父
の
墓
に
追
葬
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
田
中
他
一
九
八
五
）
。
朝

田
墳
墓
群
に
お
い
て
も
、
少
な
く
と
も
2
号
墳
東
横
穴
3
号
人
骨
、

10
号
墳
4
号
人
骨
に
こ
の
前
耳
状
溝
が
認
め
ら
れ
、
第
二
世
代
の
女

性
は
未
婚
者
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
帰
葬
や
別
居
婚
の
可
能
性
を
も
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。
上
ノ
原
は
と
も
か
く
朝
田
の
親
族
関
係
モ
デ
ル
に
お
い
て
も
な
お
第
一
世
代
と
第
二
世
代
で
構
成
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
夫

婦
を
中
心
と
し
た
埋
葬
原
理
が
い
ま
だ
貫
徹
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
特
質
と
古
代
の
戸
籍
と
の
連
続
性

を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

小
稿
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
、
朝
田
墳
墓
群
出
土
人
骨
の
計
測
・
観
察
を
お
許
し
頂
き
か
つ
便
宜
を
は
か
り
頂
い
た
長
崎
大
学
解
剖
学

第
二
講
座
内
藤
芳
篤
教
授
お
よ
び
教
室
員
の
皆
様
、
調
査
資
料
の
再
検
討
に
便
宜
を
お
は
か
り
頂
い
た
山
口
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
中

村
徹
也
次
長
、
前
田
耕
次
、
乗
安
和
二
三
の
各
氏
に
感
謝
し
た
い
、
ま
た
、
小
稿
は
、
筆
者
が
九
州
大
学
医
学
部
解
剖
学
第
二
講
座
在
籍
中
、

永
井
昌
文
先
生
の
指
導
の
も
と
で
土
肥
直
美
氏
と
と
も
に
行
っ
て
き
た
共
同
研
究
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
御
両
者
の
芳
名
を
記
し
て

朝
田
墳
墓
群
被
葬
者
の
親
族
関
係

こ
と
を
示
し
て
き
た
（
田
中
・
土
肥
一
九
八
六
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朝
田
墳
墓
群
被
葬
者
の
親
族
関
係

謝
意
を
表
し
た
い
c

さ
ら
に
、
九
州
大
学
考
古
学
研
究
室
中
圏
聡
氏
に
は
製
図
な
ど
に
御
協
力
を
頂
き
、
以
下
に
記
す
方
々
に
も
有
益
な

岩
永
省
三
、
沢
下
孝
信
、
杉
村
幸
一
、
武
末
純
一
、
提
研
二
、
西
谷
正
、
土
生
田
純
之
、
福
尾
正
彦
、
松
永
幸
男
、
村
上
久
和
、
渡
辺
芳
郎
、

（
敬
称
略
、
五
十
音
順
）

〔註〕(1
)
 

靭
帯
や
軟
骨
の
腐
朽
完
了
に
は
土
中
で

5
年
ほ
ど
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
る
か
（
古
畑
一
九
六
四
）
、
横
穴
墓
の
よ
う
な
状
況
に
類
似
し

た
事
例
と
し
て
は
、
近
現
代
の
改
葬
墓
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
カ
メ
棺
に
葬
っ
た
遺
体
を
七
回
忌
で
改
装
す
る
と
頭
と
脊
椎
骨

が
つ
い
た
ま
ま
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
一
て
回
忌
で
行
う
と
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
い
う
（
伊
東
―
九
七
四
）
r

）
し
た
が
っ
て
、
横
穴

墓
に
お
い
て
も
靭
帯
や
軟
骨
の
腐
朽
に
は
一

0
年
ほ
と
を
見
込
む
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
[
〕

(
2
)
7
号
墳
で
は
墳
丘
周
溝
内
か
ら
も
須
恵
器
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
は
初
葬
時
と
い
う
よ
り
は
、
全
て
の
埋
葬
を
終
え
た
後
に
行
わ
れ
た

祭
祀
に
伴
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
6
世
紀
中
葉
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

文
献
（
日
本
関
係
）

池
田
次
郎
一
九
八
五
「
横
穴
墓
被
葬
者
の
視
族
関
係

(
l
)
島
根
県
能
義
郡
広
瀬
町
本
郷
上
口
遺
跡
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
国
家
成
立
前
後
の
日
本
人
ー
」

『
季
刊
人
類
学
』
一
六
ー
―
―
―

伊
束
宏
一
九
じ
四
「
人
骨
改
葬
を
伴
う
愛
知
県
涅
美
町
（
高
木
）
と
旭
町
（
浅
谷
）
の
両
墓
制
」
一
葬
送
墓
制
研
究
集
成
』

1

名
著
出
版

今
井
発
一
九
八
―
-
「
古
墳
時
代
に
お
け
る
女
性
の
地
位
」
『
歴
史
評
論
』
―
―
―
―

小
林
行
雄
一
九
五
九
『
古
墳
の
話
』
岩
波
書
店
束
京

近
藤
義
郎
一
九
六
六
「
古
墳
と
は
何
か
」
『
日
本
の
考
古
学
J
N
河
出
書
房
新
者
東
京

田
中
良
之
・
土
肥
直
美
・
船
越
公
威
・
永
井
昌
文
一
九
八
五
「
上
ノ
原
横
穴
墓
被
葬
者
の
親
族
関
係
」
『
上
ノ
原
遺
跡
群
』

N

横
山
浩

御
教
ホ
を
賜
っ
た
。
未
筆
な
が
ら
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

大
分
県
教
育
委
員

-362-



会

大

分

田
中
良
之
・
土
肥
直
美
一
九
八
六
「
古
墳
被
葬
者
の
親
族
関
係
に
つ
い
て
」
『
日
本
考
古
学
協
会
台
五
二
回
総
会
研
究
発
表
要
旨
』

田
中
良
之
・
士
肥
直
美
一
九
八
七
「
古
墳
時
代
の
親
族
関
係
に
つ
い
て
」
『
九
州
人
類
学
会
報
』
一
五

田
中
良
之
・
土
肥
直
美
一
九
八
九

a
「
人
骨
と
血
縁
」
『
古
代
史
復
元
』
4
講
談
杜
東
京

田
中
良
之
・
土
肥
直
芙
一
九
八
九
b

「
出
土
人
骨
か
ら
親
族
構
造
を
推
定
す
る
」

r
新
し
い
研
究
法
は
考
古
学
に
な
に
を
も
た
ら
し
た
か
』

プ

ロ

東

京

辻
村
純
代
一
九
八
三
「
東
中
国
地
方
に
お
け
る
箱
式
石
棺
の
同
棺
複
数
埋
葬
」
『
季
刊
人
類
学
』
一
四
二

辻
村
純
代
一
九
八
八
「
古
墳
時
代
の
親
族
構
造
に
つ
い
て
」

r
考
古
学
研
究
』
三
五
ー
一

土
肥
直
美
•
田
中
良
之
・
船
越
公
威
一
九
八
六
「
歯
冠
計
測
を
用
い
た
血
縁
者
推
定
法
と
古
人
骨
へ
の
応
用
」
『
人
類
学
雑
誌
一
九
四
ー
一

古
畑
種
元
一
九
六
四
『
簡
明
法
医
学
』

間
壁
韮
子
一
九
六
二
「
出
土
人
骨
の
性
別
よ
り
み
た
古
墳
時
代
社
会
の
一
考
察
」
『
岡
山
県
史
学
』
―
二

松
下
孝
幸
「
山
口
県
朝
田
墳
墓
群
第

II地
区
出
土
の
人
骨
」
『
朝
田
墳
墓
群
』
＞
山
口
県
教
育
委
員
会

水
野
正
好
一
九
八
二
「
向
原
第
6
古
墳
の
被
杵
者
」
『
向
原
古
墳
群
ー
第
6
古
墳
群
発
掘
調
査
報
告
書
―

村
上
久
和
・
江
田
豊
・
友
岡
信
彦
編
一
九
八
五
『
上
ノ
原
遺
跡
群
』

N

大
分
県
教
育
委
員
会
大
分

山
口
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
一
九
八
二
『
朝
田
墳
墓
群
』
＼
山
口
県
教
育
委
員
会
山
口

〔
付
記
〕
小
稿
は
、
平
成
元
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
一
般
研
究
C
、
課
題
番
号
0
一
五
一

0
二
四
五
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
る
。

朝
田
墳
墓
群
被
葬
者
の
親
族
関
係

山
口
鳥
取
県
大
山
町
教
育
委
員
会

鳥
取

‘ゞ、
ク
ー
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